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【緒言】 
本研究の関心事は，スポーツ少年団指導者は， 

どのようにして指導観を形成していくのかを質

的に検討する． 
したがって，本研究は「どのようにしてスポー

ツ少年団指導者は指導観を形成していくのか」と

いうリサーチ・クエスチョン（以下：RQ）を設

定し，質的にアプローチし，発展継承可能で有益

な仮説的知見を導き出すことを目的とする． 
【方法】 
① 調査対象：全国大会出場経験のあるスポーツ

少年団男性指導者10名．平均年齢51.3歳，

平均指導歴22.6年． 
② 調査方法：50～60分の1対1形式の半構造

化インタビューを行った． 
③ 調査内容：調査の趣旨を説明し，承諾を得た

後，会話内容を ICレコーダーに収録し，逐

語を起こしインタビュー資料とした． 
④ 分析手順：質的研究法の代表的手法の一つで

ある修正版グラウンデッド・セオリー・アプ

ローチを用いた．本研究は，スポーツ少年団

指導者の指導観の形成過程を明らかにする

ため，スポーツ少年団指導者と子ども，保護

者といった2つの視点をもって分析を行い，

概念図を作成した．また，分析を行うにあた

り，質的分析法を用いて研究を実践している

教員や，大学院生にスーパーバイズを受け，

理論の精緻化を図った． 

【結果と考察】 
分析の結果から「どのようにしてスポーツ少年

団指導者は指導観を形成していくのか」という

RQに対しスポーツ少年団指導者は「①自身の経

験だけを頼りに指導をすることで問題に直面す

る．その②問題に直面し指導がうまくいかなくな

ることで，内省の機会を得ており，③保護者とう

まく付き合っていくからこそ，自身の世界を広げ

ることができる．そして，④指導者としての深み

が増すことで，信念を固めながら視野を広げると

いったように，⑤スポーツ少年団指導者は，子ど

もや保護者との関わりを通して指導の幅を広げ

ていく」というプロセスで指導観を形成していく

という仮説的知見を導き出した． 
【総括】 
上記の考察から，子どもや保護者との関わりに

悩みを抱えるスポーツ少年団指導者は，「子どもの

みならず保護者との関わりの中で，自身の指導観

を成熟させていく」ことを導き出した． 
 以下の４点を現場への提言とする． 
① 直面する問題に向き合い悩みながら試行錯

誤することが大切である． 
② 指導者としての幅を広げるためには保護者

との関わりが必要不可欠である． 
③ 信念を固めながらも指導を変化させること

を受け入れることが大切である． 
④ 積極的に子どもや保護者と関わり互いの理

解を深めることが大切である．  



 


